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医学図書館に勤務する者として，まずタイトルに惹か
れた。医師と作家，二足の草鞋を履き見事芥川賞を受賞
するも，プロ作家として締切に追われつつ臨床の現場で
死と向き合う日々に，ついに精神を破綻させた南木の
「薬石としての本」とは？
本書は，著者の専門である胸部X線やマンモグラフィ
の読影力向上に役立った医学書から，うつ病がもたらす
死への希求に怯える長い闘病生活の中で，心を解き放つ
ヒントを与えてくれた哲学書まで，その時傍らにあって
苦しい自分を救ってくれた8冊の本を，当時の心情を絡
めたエッセイとして紹介する。治療と諦めと悟り，そし
て迷うたび繰り返し開いたこれら座右の書が，徐々に彼
を癒していく。
一般に医師が医師を題材にして書く文章は時に露悪，
自虐の表現で読者の好奇心をくすぐるが，往々にして勝
ち組としての余裕が垣間見える。しかし3歳で母を亡く
し，群馬の山村で祖母と暮らした幼少期，心通わない継
母との息苦しい思春期，大学受験の失敗，作家として医
師としての栄光と挫折は，常に彼の作品を通奏低音の
ように流れ，それゆえ弱者に寄り添う優しさを湛えてい
る。本書が，ここに紹介された本のみならず，新たに彼
自身の作品に触れるきっかけとなればうれしい。
一つだけ，彼の卒業した我が秋田大学医学部が，当時
抱えていた挫折感と閉塞感を象徴するどこまでも陰鬱な
場所として描かれていることが，ここで生まれ育った身
として残念ではあるが，そこは小説の効果のためと甘受
する。手形キャンパス入口，守衛さんのいるインフォ
メーションセンターに，本人寄贈の直筆原稿などが並ぶ
ささやかな常設展示があるので，秋田大学へお越しの際
は，ちょっと名の知れた鉱業博物館とともにお立ち寄り
いただきたい。
（秋田大学附属図書館　菅野久美子）
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申請書類や企画書・報告書，業務用マニュアルまで，
図書館でMicrosoft Wordにより文書を作成する機会は
多い。文書作成では内容だけでなくその書式やデザイン
も重要である。皆さんも「よく読めば内容はちゃんとし
ているけれどなんだか書きにくい（読みにくい）」とい
う文書を目にされたことがあるだろう。自分で作成した
文書に対して，利用者や上司・同僚からこうした指摘が
あれば，内容はそのままで，より分かりやすいデザイン
へ修正することが必要だが，Word特有の使い勝手に振
り回され思い通りに修正できず不本意ながら妥協してし
まったという経験はないだろうか。
本書はスタイルをはじめとしたデザイン・構成に関わ
るWordのやや高度な機能の「解説書」である。一般的
な「ハウツー本」とはやや異なり，機能や設計思想を1
から順に丁寧に解説している点が特徴である。順を追っ
た丁寧な解説であるだけに最低でも節・章レベルでじっ
くりと読み通すことが求められるので，「細かいことは
いいからこれだけ知りたい」という用途には残念ながら
不向きである。しかし，各機能の狙いや想定をきめ細か
く解説している点は得難い長所である。一般的な「ハウ
ツー本」の場合，何のために必要な操作なのかの説明が
あまりなく，理解が不十分になるため，別の機会に応用
が効かないケースがしばしばある。本書はWordの機能
に対して深い理解を促し，幅広く応用が効くという点で
も非常に有用である。
書式やデザインはどうしても内容よりも優先順位が低
くなりがちで，あまり時間を割けないかもしれない。し
かし，図書館作成文書の書きやすさ，読みやすさはサー
ビスに直接影響する要素であり決して軽視してよいもの
ではない。使いやすい図書館を目指して，小さな一歩だ
がまず自館作成の文書を見直すところから始めたい。
（京都大学医学図書館　宮田　　怜）
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